
 

 

 

 

 

 

 ｍｔｅｘ５．３．１付属ＵＸＤ極点図の極点処理 
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概要 

 ｍｔｅｘ５．３．１付属ｄａｔａのＢｒｕｋｅｒ社ＵＸＤデータをＣＴＲソフトウエアで解析を 

   行ってみます。 

 

処理ｄａｔａ 

  

ｄｅｆｏｃｕｓと極点ｄａｔａを区別する 

 

 

 

ＵＸＤｔｏＡＳＣソフトウエアの作成依頼時、ＵＸＤデータは結合ファイルであったため 

データの結合を行う。結合を行わない場合、ファイル毎に変換処理が必要でホルダも異なります。 

 

  

  

この処理で一括ＡＳＣ変換を行います。 

 

ＵＸＤからＡＳＣ変換はＵｘｄｔｏＡＳＣソフトウエアで行う。 



ＣＴＲソフトウエアでは、材料のＤａｔａＢａｓｅが必要です。 

ＺｎＣｕＴｉのデータバースがないため、Ｚｎ－ＤａｔａＢａｓｅから仮のＤａｔａＢａｓｅを作成 

Ｚｎ－ＤａｔａＢａｓｅ 

  

 

仮のＺｎＣｕＴｉ－ＤａｔａＢａｓｅを作成 

  



 

 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓＵＸＤファイルをＡＳＣ変換 

 結合ファイルを選択 

 

   ＺｎＣｕＴｉの仮のデータを指定（２θ角度から指数変換を行う） 

 変換開始 

 

  正常に変換完了 

 



変換データを確認する。 

 

 

同様にＰＦデータを変換 

 

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで極点図確認 

ｄｅｆｏｕｓ極点図 

 

ＰＦ極点図 

 

 

 

 

 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓデータから補正曲線作成－１ 

 ＵＸＤからＡＳＣに変換されたｄｅｆｏｃｕｓデータを一括選択 

 

バックグランドが登録されていないので、データ処理なしでＣａｌｃでＡＳＣからＴＸＴ２データに変換 

 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓデータから補正曲線作成－２ 

 作成されたＴＸＴ２から補正極点作成 

 

 

   複数選択でファイルが登録されます。 

  

 

  

  

 



ＰＦデータのｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 ＵＸＤからＡＳＣ変換されたファイルを選択 

 

ｄｅｆｏｕｓ処理を指定    処理を行う。 

 

    各種ＯＤＦ向けデータを作成 

 



ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアが起動し、前処理で変換されたＴＸＴ２などを表示 

 

 ＯＤＦフォーマットを選択で所望のファイルが作成されます。 

 


